
板 橋 区 都 市 計 画 課

１ 板橋区の交通事情
①位置、大きさ・形、人口
②鉄道
③路線バス

２ 公共交通の利用促進
①区の公共交通の利用促進の取組み
②デジタル媒体で情報入手する時代

３ 標準的なバス情報フォーマット（ＧＴＦＳ）
①ＧＴＦＳデータ
②作成から公開、そして更新

４ 次の展開
①現在の公開情報と課題
②今後の取組み
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２－① 区の公共交通の利用促進の取組み
【取組むにあたって地域の声から感じたこと】

・駅＝自宅間を徒歩メインで生活していると、バスを使うという認識が薄く、どこでも電車で目的地を目指す傾向がある。

・自宅周辺のバス路線はだいたい知っているが、２駅くらい隣の駅のバスの情報は詳しくない。

・比較的近年に新規開業した東京メトロ有楽町線・副都心線、沿線から外れる地域の方の活用意識が低めである。

⇒ 意外と便利だけど、知らないから使われない

⇒ まず『電車やバスの路線がそこにある』ということを、広く伝えていく必要

公共交通を知ってもらう取組み（１）

お得な一日乗車券と路線バスの案内カード
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２－① 区の公共交通の利用促進の取組み

公共交通を知ってもらう取組み（２）

区公式ホームページを活用した情報提供

※いずれも板橋区ホームページより抜粋
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２－② デジタル媒体で情報入手する時代

スマートフォンアプリを使えば、手のひらの上で、様々な移動手段の情報が入手できるようになった。

（１）電車関係のアプリ
時刻表、電車の走行位置、混雑具合、駅構内図 など

（２）バス関係のアプリ
時刻表、バスの走行位置、地図に重ねたバス路線の経路情報、バス停の位置 など

（３）タクシー関係のアプリ
概算の運賃・料金、所要時間、付近を走行する空車タクシーの位置 など

⇒ 現在は、個別のアプリ上で情報が提供される

さらに、地図アプリの機能向上が進み、駅やバス停の表示に路線や出発時刻などの情報が付加されている。
また、ＧＰＳ位置情報から付近の駅・バス停情報を表示、バスロケデータからバスの現在位置の表示といっ
た機能の提供も始まっている。

⇒ さらなる高機能化が図られ、より便利な形で情報入手ができるようになる時代を予想

⇒ 様々なサービスで取り扱ってもらうには、運行者側からの使いやすい形での情報提供が大切


